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令
和
７
年
に
創
立
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
日
本
山
岳
会
が
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
各
支
部
が
関

与
し
全
国
13
ヶ
所
に
開
催
さ
れ
て

い
る
山
岳
祭
を
、
先
人
の
精
神
と

登
山
の
歴
史
を
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
を
目
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
引
き
継
が
れ
る
山
岳
祭
」
を
立

ち
上
げ
た
。

　

こ
の
先
人
は
11
人
。
上
高
地
の

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
を
除
く
、
邦
人
の

全
国
最
初
の
山
岳
祭
は「
高
頭
祭
」

で
、
そ
の
高
頭
仁
兵
衛
翁
の
寿
像

碑
は
昭
和
25
年
７
月
２
日
越
後
支

部
が
弥
彦
山
頂
に
建
立
し
、
こ
の

日
を
第
１
回
高
頭
祭
と
定
め
た
。

高
頭
翁
は
こ
の
除
幕
竣
工
式
直
前

の
負
傷
事
故
で
臨
席
叶
わ
ず
、
と

う
と
う
自
身
の
寿
像
と
対
面
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
４
年
後
の
29
年
７
月
13
日

の
弥
彦
神
社
灯
龍
神
事
に
弥
彦
山

か
ら
松
明
行
進
が
下
っ
た
。
赤
々

と
炎
を
上
げ
た
約
１
２
０
本
の
松

明
が
20
時
の
花
火
打
上
げ
を
合
図

に
、
山
頂
の
高
頭
碑
前
か
ら
御
神

廟
を
一
周
し
て
下
山
。
神
社
か
ら

賑
わ
う
市
中
の
行
進
は
大
勢
の
里

人
を
驚
か
せ
た
。
こ
の
第
1
回
松

明
登
山
祭
の
日
に
、
２
回
目
の
高

頭
祭
が
実
施
さ
れ
た
。
翌
30
年
か

ら
こ
の
両
行
事
は
山
頂
の
一
体
的

行
事
と
し
て
「
新
潟
県
登
山
祭
」

と
称
さ
れ
る
。
33
年
の
第
６
回
高

頭
祭
は
こ
の
４
月
逝
去
さ
れ
た
翁

を
偲
ぶ
追
悼
式
と
な
っ
た
。

　

昭
和
35
年
５
月
15
日
に
高
頭
碑

が
今
の
大
平
山
に
移
築
さ
れ
、
二

行
事
の
開
催
日
が
分
離
す
る
。
越

後
支
部
は
翌
36
年
５
月
か
ら
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
展
望
ビ
ル
で
の
毎
年
の

総
会
に
併
せ
高
頭
祭
を
計
画
し
た

が
、
悪
天
で
高
頭
祭
の
中
止
が
続

く
。
そ
こ
に
39
年
の
新
潟
大
地
震

が
起
こ
り
高
頭
祭
の
休
止
が
更
に

続
い
た
。

　

42
年
５
月
21
日
弥
彦
山
麓
在
住

の
吉
田
と
弥
彦
の
支
部
会
員
ら
で

細
々
と
第
10
回
高
頭
祭
が
再
開
さ

れ
た
。
越
後
支
部
か
ら
依
頼
さ
れ
、

開
催
は
翁
の
誕
生
日
５
月
20
日
直

近
の
日
曜
を
定
例
と
し
、
設
営
は

吉
田
在
住
会
員
が
担
当
で
毎
年
続

い
た
が
、
先
細
り
。
更
な
る
参
加

者
の
増
加
策
、
本
部
役
員
招
聘
な

ど
で
48
年
か
ら
松
明
登
山
祭
と
同

日
開
催
の
７
月
25
日
に
変
更
し
た
。

し
か
し
、
25
日
の
神
社
例
祭
日
は

平
日
が
多
く
参
加
者
の
低
迷
は
続

く
。
平
成
年
代
に
な
っ
て
よ
う
や

く
20
名
余
の
参
加
者
が
維
持
で
き

る
状
況
と
な
り
、
次
第
に
県
内
外

の
岳
人
に
も
認
識
さ
れ
盛
況
感
が

出
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

随
分
と
古
い
時
代
の
些
細
な
逸

話
な
ど
を
記
し
た
が
、
こ
れ
も
平

成
５
年
『
第
40
回
記
念
弥
彦
山
松

明
登
山
祭
の
栞
』、平
成
19
年
『
第

50
回
高
頭
翁
寿
像
碑
前
祭
・
写
真

で
み
る
高
頭
祭
の
あ
ゆ
み
』
の
記

念
冊
子
を
編
集
し
た
時
、
大
事
な

創
始
の
頃
を
知
る
人
が
少
な
く
な

り
調
査
に
大
変
苦
労
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
「
記
憶
は
消
え
る
が
、

記
録
は
残
る
」
を
実
感
し
た
当
時

を
懐
か
し
く
回
想
に
ふ
け
っ
て
い

た
か
ら
だ
っ
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、
令
和
６
年
７
月
25

日
の
高
頭
祭
は
67
回
、
松
明
登
山

祭
は
69
回
を
迎
え
る
こ
の
「
引
き

継
が
れ
る
越
後
の
山
岳
祭
」
に
予

期
せ
ぬ
吉
報
が
届
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
２
年
前
、
日
本
で
開
催
決

定
し
た
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟 

（
加
盟

14
ヶ
国
） 

創
立
30
周
年
記
念
事
業

「
国
際
山
岳
平
和
祭
」
の
行
事
に
、

日
本
で
も
ま
れ
な
弥
彦
山
の
伝
統

的
登
山
祭
に
参
加
を
、
と
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め

開
催
地
は
新
潟
県
と
な
り
、
中
国
、

韓
国
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ネ
パ
ー

ル
、
台
湾
な
ど
海
外
か
ら
77
名
、 

国
内
か
ら
も
１
０
０
余
名
の
関
係

者
大
勢
が
弥
彦
山
の
両
行
事
に
参

加
さ
れ
た
。
海
外
の
岳
人
に
は
馴

染
み
が
薄
い
神
道
絡
み
の
行
事
で

あ
っ
た
が
大
感
激
さ
れ
て
い
た
。

翌
26
日
は
長
岡
市
で
記
念
式
典
と

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、
各
国
の
岳

人
は
友
好
を
深
め
合
っ
た
。

　

弥
彦
山
に
こ
の
行
事
が
実
現
で

き
た
の
は
、
先
ず
発
案
し
関
連
団

体
を
説
得
さ
れ
た
神
﨑
忠
男
ア
岳

連
日
本
委
員
長
、
主
催
団
体
と
県

内
関
係
団
体
と
の
折
衝
に
奔
走
さ

れ
た
桐
生
恒
治
日
本
山
岳
会
副
会

長
、
県
内
岳
界
の
組
織
を
取
り
ま

と
め
協
力
体
制
を
築
か
れ
た
後
藤

正
弘
越
後
支
部
長
、
現
場
弥
彦
山

で
の
計
画
の
実
践
に
奮
闘
さ
れ
た

小
林
頼
雄
弥
彦
山
岳
会
長
ら
の
尽

力
が
大
き
く
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に

も
多
く
の
協
力
者
が
お
ら
れ
た
お

か
げ
で
、
山
積
し
て
い
た
難
題
が

解
決
で
き
盛
大
か
つ
成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

当
日
の
高
頭
祭
記
念
写
真
に
は
、

紅
白
横
断
幕
で
飾
ら
れ
た
高
頭
翁

寿
像
碑
が
多
く
の
海
外
岳
人
を
交

え
た
２
０
０
人
近
い
参
加
者
の
笑

顔
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
未
だ
か
つ

て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
の
光

景
に
、
感
動
は
止
ま
ら
な
い
の
で

あ
る
。
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高
頭
祭
と
松
明
登
山
祭
の
歴
史
を
回
想

�

支
部
長
　
山
崎
　
幸
和

私の一枚

　2018年３月、村上市雷地区から新潟県の北
の端っこを目指して県境沿いに歩いている途
中で、山の字そのものの三つのピークが並ん
でいるのを目にしました。私にとっては初め
て見る山容で写真を残しました。地形図で確
認すると標高は700ｍ程で摩耶山のほぼ南南西
に位置しています。この名の知らぬ三つのピー
クに登ってみたいと思っていますが未だに実
現できていません。

 撮影者　知野　勇人



令和６年10月15日 日本山岳会越後支部報 （2）

高
頭
祭

　
　
小
山
　
一
夫

　

今
年
度
の
高
頭
祭
は
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
創
立
30

周
年
記
念
「
ア
ジ
ア
平
和
登
山
祭
」
２
０
２
４
の

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
加
盟
国

と
日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
・

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
・
日
本
山
岳
会
の
約
２
０

０
名
と
支
部
会
員
で
総
数
２
５
０
名
以
上
の
参
加

者
で
第
67
回
高
頭
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

朝
か
ら
梅
雨
前
線
の
影
響
で
下
で
の
開
催
を
検
討

し
ま
し
た
が
、
雨
も
上
が
り
弥
彦
山
頂
よ
り
の
松

明
行
進
の
中
止
を
決
定
し
、
他
の
行
事
は
予
定
ど

お
り
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
、
準
備
を
始
め
ま
し

た
。　

　

こ
の
日
の
為
に
数
か
月
前
か
ら
入
念
に
準
備

し
、
数
回
の
登
山
道
整
備
や
高
頭
碑
広
場
の
環
境

整
備
を
重
ね
て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

曇
り
空
の
強
風
の
中
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
李
仁
禎
会
長
・
橋

本
し
を
り
日
本
山
岳
会
会
長
・
蛭
田
伸
一
日
本
山

岳
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
会
長
や
本
間

芳
之
弥
彦
村
村
長
な
ど
多
く
の
来
賓
者
を
お
迎
え

し
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
参
加
者
の
関
係
で
記
念
講
演
は
中
止
し

ま
し
た
が
、無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

高
頭
翁
は
初
期
の
日
本
山
岳
会
の
財
政
基
盤
を

支
え
続
け
ま
し
た
。又
日
本
山
獄
誌
や
本
部
の「
山

岳
」
編
集
に
参
加
し
、
平
ケ
岳
や
苗
場
山
を
始
め

多
く
の
越
後
の
山
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

生
涯
の
恩
師
「
大
平
晟
」
先
生
と
初
の
登
山
の

弥
彦
山
で
登
山
の
洗
礼
を
受
け
各
地
に
足
跡
を
残

し
ま
し
た
。

　

高
頭
碑
は
最
初
は
弥
彦
山
頂
に
あ
り
ま
し
た

が
、
社
務
所
建
設
の
為
に
大
平
園
地
に
移
築
し
ま

し
た
。

　

始
め
の
頃
は
高
頭
祭
を
開
催
し
、松
明
を
持
ち
、

御
神
廟
を
一
周
し
下
山
す
る
と
、
松
明
の
明
か
り

が
西
蒲
一
体
か
ら
見
え
た
そ
う
で
す
。

　

樹
木
が
大
き
く
な
り
見
え
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
初
代
越
後
支
部
長
藤
島　

玄
氏
や
弥
彦
山
岳

会
長 

花
井 

馨
氏
や
越
後
の
岳
人
が
開
催
し
た

高
頭
祭
・
新
潟
県
登
山
祭
・
松
明
登
山
の
一
連
の

行
事
は
越
後
の
岳
人
が
誇
れ
る
山
岳
行
事
に
な
り

ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
平
和
登
山
祭
を
開
催
し
多
く
の
参
加
者

に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

草
刈
り
に
登
山
道
整
備
に
開
催
の
準
備
に
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
支
部
会
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

越
後
支
部
半
纏
頒
布
の
経
緯

　
　
吉
田
　
理
一

　

晩
餐
会
や
全
国
支
部
懇
談
会
で
越
後
支
部
の
半

纏
を
着
用
し
て
い
る
と
必
ず
制
作
の
い
き
さ
つ
や

費
用
を
尋
ね
ら
れ
る
。
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
の
は

長
岡
市
の
女
性
会
員
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
思
い
出

せ
る
が
そ
の
先
は
ど
う
し
て
も
不
明
だ
っ
た
。
古

い
フ
ァ
イ
ル
を
整
理
し
て
い
た
ら
当
時
の
案
内
文

書
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
63
年
９
月
28
日
付

越
後
支
部
発
行
の
「
頒
布
の
お
知
ら
せ
」
で
あ
る
。

お
世
話
く
だ
さ
っ
た
の
は
岩
下
香
代
子
会
員
（
９

４
１
３
番
・
１
９
９
９
年
退
会
）。

　

北
海
道
支
部
の
行
事
に
参
加
し
て
同
支
部
会
員

が
着
用
し
て
い
て
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
越
後
支

部
に
提
案
し
た
の
が
発
端
で
あ
っ
た
。
江
戸
火
消

し
御
用
達
の
東
京
の
業
者
に
依
頼
し
た
木
綿
の
本

染
め
と
の
解
説
文
が
あ
る
。
頒
布
価
格
６
８
０
０

円
。

　

北
海
道
支
部
の
新
妻
元
支
部
長
ご
夫
妻
が
全
国

規
模
の
行
事
に
着
用
し
て
参
加
さ
れ
て
い
た
が
こ

こ
十
年
以
上
同
支
部
の
半
纏
に
は
お
目
に
か
か
っ

て
い
な
い
。

　

平
成
26
年
埼
玉
県
秩
父
市
で
の
第
30
回
全
国
支

部
懇
談
会
で
埼
玉
支
部
会
員
数
名
が
「
陸
地
測
量

部
」
の
名
入
半
纏
を
着
て
出
席
し
て
い
た
。
地
図

に
関
す
る
同
好
の
士
で
作
成
し
た
と
の
こ
と
、
製

作
費
は
１
１
０
０
０
円
だ
っ
た
と
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
陸
地
測
量
部
は
陸
軍
の
測
量
部
門
で
あ

り
現
在
の
国
土
地
理
院
の
前
身
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

本
年
５
月
神
奈
川
県
平
塚
市
で
の
全
国
支
部
懇

談
会
で
女
性
二
人
が
半
纏
の
袖
を
ま
く
っ
て
見
て

「
裏
地
の
縫
い
付
け
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と

話
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
和
裁
の
心
得
の
あ
る
お

方
で
あ
ろ
う
。

　

越
後
支
部
の
印
半
纏
は
何
着
作
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
36
年
経
っ
た
今
と
な
っ
て
は
知
る
由
も

な
い
。地

域
の
山

伝
説
と
展
望
の
山
・
丈た

け
の
や
ま

ケ
山

（
５
７
１
．
６
ｍ
）後

藤
　
正
弘

　

丈
ケ
山
（
た
け
の
や
ま
）
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル

黒
倉
山
・
鍋
倉
山
の
玄
関
口
と
な
る
上
越
市
板
倉

区
寺
野
地
区
に
あ
り
、山
麓
に
は「
猿
供
養
寺
（
さ

る
く
よ
う
じ
）」「
東
山
寺
（
ひ
が
し
や
ま
で
ら
）」

な
ど
、
い
か
に
も
「
も
の
が
た
り
」
を
感
じ
さ
せ

る
集
落
名
が
あ
る
。

　

今
か
ら
１
３
０
０
年
ほ
ど
前
の
養
老
２
（
７
１

８
）
年
か
ら
天
平
末
（
７
５
９
）
に
か
け
て
、
行

基
菩
薩
に
よ
っ
て
華
園
寺
・
乙
宝
寺
・
猿
供
養
寺
・

献花

法被姿

後藤支部長挨拶

参加者全員で記念撮影
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佛
照
寺
・
天
福
寺
の
五
山
が
開
か
れ
た
と
い
う
が
、

開
山
に
関
し
て
諸
説
あ
り
定
か
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
古
く
か
ら
山
岳
仏
教
の
道
場
と
し
て

隆
盛
を
極
め
、
近
郷
近
在
に
も
関
連
寺
や
末
寺
が

建
立
さ
れ
「
山
寺
五
山
」「
山
寺
三
千
坊
」
と
称

さ
れ
る
よ
う
な
大
本
山
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

　

隆
盛
を
極
め
た
山
寺
が
な
ぜ
衰
退
し
て
し
ま
っ

た
の
か
は
、
平
氏
の
山
岳
仏
教
弾
圧
の
余
波
を
受

け
、治
承
３
（
１
１
７
９
）
年
に
加
賀
（
石
川
県
）

の
国
司
藤
原
師
高
の
軍
勢
に
焼
き
討
ち
さ
れ
た
た

め
と
も
、
建
仁
元
（
１
２
０
１
）
年
に
越
後
の
城

氏
が
鎌
倉
幕
府
に
反
抗
し
て
敗
れ
、
そ
の
と
き
に

山
寺
も
城
氏
に
く
み
し
た
と
し
て
兵
火
に
あ
い
壊

滅
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
た

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

戦
災
で
焼
失
後
の
応
永
年
間
（
１
３
９
４
～
１

４
２
８
）
に
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
の
「
山
寺
薬

師
堂
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
応
永
２
（
１
３
９
５
）

年
７
月
２
日
、
京
の
仏
師
筑
後
法
眼
の
作
、
三
善

讃
阿
寄
進
の
銘
が
あ
る
薬
師
如
来
坐
像
、
釈
迦
如

来
坐
像
、阿
弥
陀
如
来
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

「
丈
ケ
山
」
は
登
山
道
も
な
く
荒
れ
果
て
て
い

た
が
、平
成
18
～
21
年
「
寺
野
の
歴
史
を
語
る
会
」

（
現
「
丈
ケ
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」）
が
登
山
道
を

開
拓
・
整
備
し
た
。

　

登
山
口
は
山
寺
集
落
の
最
奥
「
山
寺
薬
師
駐
車

場
」
と
な
る
。
こ
こ
に
車
を
停
め
、
す
ぐ
近
く
の

石
段
（
２
０
９
段
）
を
登
る
か
、
林
道
を
そ
の
ま

ま
登
り
「
延
命
清
水
」
を
経
由
し
て
「
山
寺
薬
師

堂
」
へ
出
て
も
よ
い
。

　

堂
の
中
に
あ
る
「
山
寺
薬
師
三
尊
像
」
を
参
り
、

七
地
蔵
、
日
吉
神
社
の
三
猿
、
風
穴
な
ど
見
て
か

ら
、
古
い
墓
地
を
通
り
抜
け
５
分
ほ
ど
で
登
山
口

に
到
着
す
る
。
案
内
標
石
が
あ
る
の
で
間
違
え
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
前
に
ま
っ
す
ぐ
進
み
「
猿
供

養
寺
跡
」
を
見
て
戻
ろ
う
。
階
段
を
登
る
と
「
二

人
の
猿
終
焉
の
地
」
を
経
て
山
道
を
登
る
。

　

森
の
中
を
40
分
ほ
ど
登
り
切
る
と
突
然
視
界
が

開
け
、
黒
姫
山
、
高
妻
山
、
妙
高
山
、
火
打
山
か

ら
日
本
海
ま
で
一
望
で
き
る
。
背
後
に
は
、
黒
倉

山
・
鍋
倉
山
な
ど
の
関
田
山
脈
が
連
な
り
、
山
頂

に
は
「
身
の
丈
地
蔵
」
微
笑
ん
で
い
る
。

　

ゆ
っ
く
り
展
望
を
楽
し
ん
だ
ら
裏
側
の
林
道

ル
ー
ト
か
ら
下
山
し
よ
う
。
分
岐
に
案
内
標
石
が

あ
る
の
で
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
下
山
し
よ
う
。

50
分
ほ
ど
で
延
命
清
水
に
戻
る
。
伝
説
な
ど
の
詳

細
は
「
丈
ケ
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

第
37
回
全
国
支
部
懇
談
会
に
参
加
し
て

　
　
佐
藤
　
博

　

５
月
25
日
～
26
日
、
神
奈
川
県
平
塚
市
で
全
国

支
部
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
初
日
は
、
バ
ス
で

平
塚
市
と
大
磯
町
の
境
、
標
高
約
１
８
０
ｍ
の
湘

南
平
に
移
動
し
て
、
約
１
５
０
人
が
「
第
１
回
岡

野
金
次
郎
碑
前
祭
」
に
参
加
し
た
。

　

岡
野
金
次
郎
氏
の
生
誕
１
５
０
年
を
機
に
開
催

さ
れ
た
碑
前
祭
に
は
、
平
塚
市
長
、
日
本
山
岳
会

会
長
の
ほ
か
、
岡
野
家
の
ご
子
孫
や
小
島
烏
水
氏

の
ご
子
孫
な
ど
が
集
ま
り
、
同
氏
に
ま
つ
わ
る
話

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
富
士
山
は
見

え
な
か
っ
た
が
、
神
奈
川
支
部
会
員
に
よ
る
素
晴

ら
し
い
フ
ル
ー
ト
演
奏
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

懇
親
会
は
午
後
６
時
半
か
ら
始
ま
り
10
名
ほ
ど

の
テ
ー
ブ
ル
に
は
青
森
支
部
と
福
井
支
部
の
会
員

の
ほ
か
神
奈
川
支
部
の
会
員
２
人
が
テ
ー
ブ
ル
マ

ス
タ
ー
と
し
て
配
置
さ
れ
各
支
部
か
ら
持
ち
寄
っ

た
銘
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
遅
く
ま
で
続
い
た
。

　

二
日
目
は
、
三
浦
ア
ル
プ
ス
縦
走
コ
ー
ス
（
健

脚
向
き
）
に
参
加
し
た
。
班
ご
と
に
分
散
し
て
逗

子
駅
ま
で
電
車
で
移
動
し
、
さ
ら
に
京
急
バ
ス

で
「
風
早
橋
」
ま
で
移
動
し
て
か
ら
登
山
開
始
と

な
っ
た
。
総
勢
54
名
で
６
班
編
成
だ
っ
た
が
越
後

支
部
は
静
岡
支
部
と
と
も
に
「
５
班
」
で
後
方
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
視
界
の
な
い
急
登
を
登

り
仙
元
山
で
相
模
湾
を
眺
め
な
が
ら
最
初
の
休
憩

を
と
っ
た
。

　

コ
ー
ス
は
ネ
ッ
ト
な
ど
で
確
認
し
て
い
た
が
、

濃
密
な
照
葉
樹
林
で
視
界
が
閉
ざ
さ
れ
、
細
か
く

上
下
左
右
に
曲
が
り
く
ね
る
登
山
道
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な

ど
が
な
い
と
現
在
地
の
確
認
も
難
し
か
っ
た
。
ま

た
、
タ
ブ
ノ
キ
の
根
が
張
り
つ
い
た
急
登
や
背
丈

を
越
え
る
笹
の
林
を
泳
ぐ
よ
う
に
進
む
ル
ー
ト
は

気
楽
に
山
歩
き
を
楽
し
む
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
。

　

下
山
後
は
、
田
ノ
浦
駅
か
ら
帰
路
に
つ
い
た
が
、

東
京
駅
で
買
っ
た
缶
ビ
ー
ル
の
栓
を
抜
い
た
の
は
、

空
席
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
県
境
の
ト
ン
ネ
ル

の
中
だ
っ
た
。

上
高
地
集
会
に
参
加
し
て

　
　
志
田
　
貴
美
子

　

７
月
に
入
会
し
た
ば
か
り
、
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
状
態
で
し
た
が
、
８
月
９
日
の
山
行
に
空
き

が
出
た
か
ら
と
お
誘
い
を
受
け
、
不
安
半
分
、
期

待
半
分
で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
鉢
伏
山
と
高
ポ
ッ
チ
高
原
へ
軽
く
ハ
イ

キ
ン
グ
。
ど
ち
ら
も
私
は
未
踏
で
し
た
の
で
楽
し

岡野金次郎碑前祭

丈ケ山

丈ケ山山頂から

懇親会込田支部長挨拶
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み
に
し
て
い
ま
し
た
。
鉢
伏
山
は
、
駐
車
場
か
ら

歩
い
て
30
分
程
で
山
頂
で
す
。
二
千
弱
の
標
高
で
、

晴
れ
て
い
れ
ば
、
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
が
、
夏
の
白
い
雲
に
山
々
が
覆
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
蓼
科
山
や
美
ケ
原
な
ど
を

見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
高
原
の
爽
や
か
な
空
気

の
中
、
昼
食
を
取
り
身
も
心
も
満
タ
ン
に
し
て
高

ポ
ッ
チ
高
原
へ
向
か
い
ま
し
た
。
移
動
の
短
い
時

間
に
、
役
員
の
方
か
ら
ス
ト
ッ
ク
の
効
果
的
な
使

い
方
を
教
わ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
ポ
ッ
チ
高
原
も
歩
い
て
10
分
程
度
で
山
頂
へ

到
着
涼
し
く
車
で
気
軽
に
来
ら
れ
る
の
で
、
た
く

さ
ん
の
観
光
客
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

黄
色
の
マ
ル
バ
ダ
ケ
イ
ブ
キ
が
沢
山
咲
い
て
い

て
、
緑
の
草
原
に
美
し
く
映
え
て
い
ま
し
た
。
夕

方
、
上
高
地
の
カ
ッ
パ
橋
を
渡
り
、
10
分
程
歩
い

て
、
宿
に
着
き
ま
し
た
。
別
荘
地
の
中
に
あ
り
、

レ
ン
ガ
作
り
の
お
し
ゃ
れ
な
山
小
屋
で
、
修
学
旅

行
に
来
た
か
の
よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

夕
食
は
役
員
の
皆
様
が
準
備
し
て
下
さ
っ
た
ご

馳
走
が
、
テ
ー
ブ
ル
に
溢
れ
ん
ば
か
り
に
並
び
皆

さ
ん
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
和
や
か
な
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
焼
岳
登
山
で
す
。
六
時
に
宿
を
出
て
登

山
口
ま
で
30
分
弱
歩
き
ま
す
。
二
班
に
分
か
れ
各

リ
ー
ダ
ー
の
元
、

安
全
第
一
で
ス

タ
ー
ト
で
す
。

避
難
小
屋
ま
で

は
樹
林
帯
が
続

き
、
時
々
ハ
シ

ゴ
も
あ
り
ま
す
。

高
度
を
上
げ
て

い
く
と
山
頂
部

の
荒
々
し
い
岩

稜
帯
が
見
え
て

き
て
、
百
名
山

の
迫
力
を
感
じ

ま
す
。
空
は
、

素
晴
ら
し
い
青

空
で
す
。
こ
の

ま
ま
、
も
っ
て

く
れ
る
事
を

願
っ
て
、
避
難

小
屋
到
着
。
こ

こ
か
ら
全
員
が

安
全
の
為
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
借

り
て
装
着
し
ま

し
た
。

　

下
山
時
に
、

な
ん
と
Ｔ
シ
ャ
ツ
五
百
円
と
聞
き
、
女
性
陣
ほ
と

ん
ど
の
人
が
買
わ
れ
た
の
で
は
？
。
も
ち
ろ
ん
私

も
一
番
の
記
念
の
お
み
や
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
は
ザ
レ
場
が
続
き
ま
す
。

足
元
に
注
意
を
し
な
が
ら
、
全
員
無
事
に
登
頂
し

ま
し
た
。
期
待
し
て
い
た
晴
れ
も
、
一
瞬
で
ガ
ス

が
沸
い
て
真
っ
白
の
世
界
に
。
山
の
天
気
は
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
ね
、
雨
が
降
ら
な
い
だ
け
良
し
で

す
ね
。
私
も
前
に
登
っ
た
時
は
雨
に
降
ら
れ
て
し

ま
い
展
望
は
無
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
期
待
し
て

い
た
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
心
は
晴
れ
ば

れ
で
し
た
。
山
の
日
の
連
休
で
し
た
が
、
焼
岳
方

面
は
さ
ほ
ど
混
ん
で
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
下
山
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

無
事
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着
く
と
役
員
の
方
か

ら
冷
た
い
飲
み
物
と
お
や
つ
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、

渇
き
切
っ
た
喉
を
一
気
に
潤
す
こ
と
が
出
来
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
信
濃
支
部
の
菅
原
さ
ん
に
は
、
二
日
間

に
渡
り
鉢
伏
山
の
ガ
イ
ド
や
車
で
の
荷
物
運
搬
や

人
の
送
迎
な
ど
手
伝
っ
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
名
前
も
覚
え
ら
れ
ず
話
し
か
け
る
事
も

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
帰
り
の
バ
ス
で
は
楽
し

く
会
話
も
出
来
い
ろ
ん
な
面
で
学
ぶ
事
も
多
く
私

に
と
っ
て
大
き
な
前
進
で
し
た
。

　

と
て
も
充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。
ご
一
緒
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

環
境
保
全
活
動
と
そ
の
意
義

自
然
保
護
委
員
長
　
春
日
　
良
樹

　

越
後
支
部
で
は
、
従
来
よ
り
佐
渡
弥
彦
米
山
国

定
公
園
の
秀
峰
弥
彦
山
を
中
心
に
環
境
保
全
活
動

を
進
め
て
き
た
。
登
山
道
の
草
刈
り
、
外
来
種
フ

ラ
ン
ス
ギ
ク
駆
除
、
道
標
整
備
等
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
環
境
省
・
上
越
森
林
管
理
署
・
妙
高
市
環
境

会
議
で
継
続
し
て
い
る
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公
園

笹
ヶ
峰
で
の
特
定
外
来
生
物
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ

駆
除
に
も
参
加
し
て
き
た
。
ま
た
、
自
然
を
慈
し

む
次
世
代
を
育
て
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
高
頭
仁

兵
衛
翁
ゆ
か
り
の
深
沢
小
学
校
登
山
学
習
へ
の
支

援
を
続
け
て
き
た
。

  

８
月
末
、
火
打
山
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
採
餌
場
植

生
の
調
査
を
行
っ
た
。
高
校
時
代
か
ら
ラ
イ
チ
ョ

ウ
や
哺
乳
類
、
高
山
植
生
の
調
査
な
ど
で
70
回
程

登
っ
て
い
る
が
、
半
世
紀
の
間
に
自
然
環
境
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
た
。
登
山
口
の
笹
ヶ
峰
か
ら
山

頂
に
至
る
ま
で
、
低
地
植
物
の
オ
オ
バ
コ
が
登
山

道
沿
い
に
繁
茂
し
、
標
高
２
１
０
０
ｍ
の
高
谷
池

ヒ
ュ
ッ
テ
で
は
、
オ
オ
バ
コ
の
み
な
ら
ず
ス
ギ
ナ
、

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
、
フ
キ
な
ど
の
低
地
植
物
、

外
来
種
の
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
や
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
な
ど
も
蔓
延
っ
て
い
る
。
標
高
２
２
０
０
ｍ

以
上
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
生
息
域
で
は
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
な
ど
の
低
木
林
が
分
布
を
広
げ
、
採
餌
場
と

な
る
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
や
コ
ケ
モ
モ
等
で
構
成
さ
れ

る
風
衝
草
原
は
ア
ザ
ミ
類
や
イ
ワ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
等

が
茂
る
高
径
草
原
に
変
わ
り
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生

息
域
が
年
々
狭
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
さ

ら
に
、
テ
ン
、
キ
ツ
ネ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
天
敵
や

高
山
植
物
を
食
い
荒
ら
す
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
が
、
火
打
山
山
頂
に
も
出
没
す
る
。
こ
れ
ら
の

変
化
の
要
因
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
オ
オ
バ
コ
の
種
子
を
山
頂
に
ま
で
運
ん
だ
の

は
、
私
た
ち
登
山
者
で
あ
る
。

  

国
立
・
国
定
公
園
等
を
規
定
す
る
自
然
公
園
法

に
は
、『
我
が
国
を
代
表
す
る
優
れ
た
自
然
の
風

景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
の
増
進

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
保
健
、
休
養
及
び

教
化
に
資
す
る
と
と
も
に
、
生
物
の
多
様
性
の
確

保
に
寄
与
す
る
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
自

然
は
、
列
島
の
地
理
的
な
位
置
や
、
縄
文
以
来
、

日
本
人
が
自
然
に
働
き
か
け
て
き
た
結
果
成
立
し

た
も
の
で
多
様
性
と
独
自
性
に
富
む
。
昨
今
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
観
光
資
源
と
し
て
の
利
活
用

ば
か
り
に
目
が
向
く
が
、「
日
本
固
有
の
自
然
景

観
や
生
物
相
を
保
護
・
保
全
し
、
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
固
有
の
自
然
が
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
、
観
光

立
国
な
ど
夢
物
語
に
終
わ
る
。

  

フ
ラ
ン
ス
ギ
ク
の
駆
除
で
あ
れ
登
山
道
の
保
全

で
あ
れ
、
一
朝
一
夕
に
結
果
が
出
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
、
皆
で
集
い
、
日

本
の
自
然
を
再
度
見
つ
め
直
し
た
り
自
然
環
境
へ

の
関
心
を
深
め
た
り
す
る
機
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
今
あ
る
自
然
を
よ
り
よ
い
状
態
に

保
全
し
、
登
山
文
化
と
共
に
次
世
代
に
引
き
継
い

焼岳にて

鉢伏山にて

環境保全活動の様子
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で
い
く
こ
と
が
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
る
時
は
な
い
の

だ
か
ら
。

春
日
山
古
道
を
歩
く

　
　
後
藤
　
正
弘

　

春
日
山
城
址
は
、
上
杉
謙
信
公
の
居
城
と
し
て

知
ら
れ
、
複
雑
な
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し

た
難
攻
不
落
の
天
下
の
名
城
で
あ
り
、
国
の
指
定

史
跡
だ
。

　

４
月
６
日
（
土
）
に
「
正
善
寺
工
房
」
を
起
点

と
し
て
、
滝
寺
砦
、
宇
津
尾
砦
、
ト
ヤ
峰
砦
、
そ

し
て
春
日
山
城
址
を
巡
る
古
道
を
歩
い
た
。

　

小
学
校
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
「
正
善
寺
工
房
」

に
集
合
、「
愛
の
風
公
園
」
を
経
て
「
滝
寺
砦
」
へ
、

日
本
海
や
米
山
、
関
田
山
脈
の
山
並
み
、
上
越
市

街
地
が
見
渡
せ
る
。

　

南
の
尾
根
道
か
ら
西
へ
折
れ
て
宇
津
尾
集
落
へ
。

こ
の
集
落
は
、
三
つ
の
砦
に
囲
ま
れ
た
山
合
の
村
。

明
治
時
代
以
降
26
戸
前
後
だ
っ
た
が
、
昭
和
30
～

40
年
代
の
高
度
成
長
期
に
高
田
地
区
へ
の
移
住
が

増
え
住
人
は
い
な
い
。
し
か
し
、
町
内
会
機
能
は

今
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

八
幡
社
日
吉
社
合
殿
に
立
ち
寄
り
、
西
の
山
道

を
登
り
林
道
へ
出
て
宇
津
尾
砦
に
向
か
う
。
宇

津
尾
砦
（
２

７
４
ｍ
）
は
、

薬
師
山
頂
上

を
砦
の
主
郭

と
す
る
山
城

で
薬
師
如
来

を
祀
り
、
春

日
山
城
南
方

面
を
防
備
し

た
重
要
な
砦

だ
。

　

宇
津
尾
砦

か
ら
横
清
水

を
見
て
、
ト
ヤ
峰
砦
へ
と
向
か
う
。
下
り
が
続
く

が
最
後
に
少
し
登
る
と
ト
ヤ
峰
砦
（
２
１
０
ｍ
）

に
到
着
す
る
。
眺
望
は
抜
群
。
春
日
山
城
か
ら
南

西
約
２
㎞
に
位
置
す
る
。
古
道
全
体
が
カ
タ
ク
リ

ロ
ー
ド
と
な
っ
て
い
て
、
疲
れ
を
和
ら
げ
て
く
れ

る
。

　

「
正
善
寺
工
房
」
へ
戻
り
、
熊
野
神
社
入
口
か

ら
権
現
堂
ま
で
は
、
急
な
山
道
を
登
り
、
そ
の
後

尾
根
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
す
。
広
葉
樹
の

森
で
気
持
ち
の
良
い
と
こ
ろ
だ
。
南
三
の
丸
ま
で

観
光
客
は
少
な
く
、
静
か
な
雰
囲
気
の
あ
る
エ
リ

ア
で
あ
る
。

　

南
三
の
丸
か
ら
柿
崎
屋
敷
跡
、
景
勝
屋
敷
跡
、

大
井
戸
な
ど
の
観
光
名
所
が
続
き
、
春
日
山
城
址

と
な
る
。
観
光
客
が
急
に
多
く
な
る
が
、
本
丸
跡

か
ら
は
絶
景
が
広
が
る
。
帰
途
は
南
三
の
丸
か
ら
、

中
正
善
寺
の
白
山
神
社
を
経
由
し
て
「
正
善
寺
工

房
」
へ
戻
っ
た
。

谷
根
「
北
山
街
道
」
を
歩
く

　
　
松
井
　
潤
次

　

柏
崎
市
谷
根
か
ら
鯨
波
の
薬
師
堂
海
岸
を
結
ぶ

約
３
㎞
の
峠
道
が
あ
る
。
最
高
点
は
薬
師
峠
で
谷

根
地
域
で
は
「
北
山
街
道
」
の
名
称
で
古
道
と
し

て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
戦
国
時
代
に
は
上
杉
謙
信

が
通
っ
た
謙
信
道
と
い
わ
れ
、
明
治
時
代
初
期
ま

で
米
山
講
や
農
作
業
の
行
き
来
に
歩
か
れ
て
い
た

と
い
う
。
薬
師
峠
を
越
え
る
不
便
さ
も
あ
っ
て
か

明
治
23
年
に
峠
の
中
腹
か
ら
鯨
波
ま
で
手
掘
り
の

隧
道
が
完
成
し
峠
越
え
は
な
く
な
っ
た
が
、
後
に

隧
道
も
廃
道
と
な
り
人
の
往
来
も
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。

　

調
査
当
日
は
晴
天
の
中
、
鯨
波
薬
師
堂
海
岸
側

の
下
山
口
に
車
を
デ
ポ
し
海
岸
沿
い
に
国
道
８
号

線
か
ら
県
道
２
５
７
号
線
に
入
り
谷
根
川
に
沿
っ

て
谷
根
集
落
に
向
か
う
。
集
落
入
口
の
正
平
寺
下

の
路
肩
に
駐
車
す
る
。
道
標
な
ど
は
見
当
た
ら
な

い
が
北
山
街
道
の
起
点
で
あ
る
。

　

簡
易
舗
装
さ
れ
た
道
を
畑
に
沿
っ
て
登
る
。
農

作
業
中
の
土
地
の
方
に
聞
い
た
と
こ
ろ
昭
和
35
年

頃
ま
で
は
隧
道
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
話
で

あ
っ
た
。
舗
装
が
途
切
れ
道
は
杉
林
の
中
へ
入
る
。

道
幅
は
２
～
３
ｍ
位
で
杉
木
立
が
続
き
、
斜
面
に

沿
っ
て
登
っ
て
行
く
。
大
き
な
石
が
現
れ
る
と
石

仏
と
二
十
三
夜
塔
が
倒
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
登
る
と
標
高
２
０
０
ｍ
ほ
ど
の
主
尾
根

に
で
る
。
道
幅
の
あ
る
落
葉
の
敷
き
詰
め
ら
れ
た

平
坦
な
道
は
街
道
の
趣
が
感
じ
ら
れ
峠
ま
で
続
く
。

ナ
ラ
の
木
を
中
心
と
し
た
木
々
の
間
か
ら
残
雪
の

米
山
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
展
望
は
効
か

な
い
。
突
然
、
石
仏
と
地
蔵
様
が
あ
ら
わ
れ
た
。

米
山
薬
師
へ
向
か
う
当
時
の
人
々
の
信
仰
心
が
偲

ば
れ
る
。
こ
こ
が
薬
師
峠
で
標
高
は
２
０
０
ｍ
で

あ
る
。
少
し
下
り
た
平
坦
地
は
、
か
つ
て
の
茶
屋

跡
で
あ
る
。
先
は
、
し
ば
ら
く
平
坦
で
あ
る
が
、

緩
や
か
に
下
り
始
め
主
尾
根
か
ら
外
れ
る
と
一
気

に
下
る
。
倒
木
が
目
立
ち
歩
き
づ
ら
く
な
り
、
し

ば
ら
く
下
る
と
沢
に
合
流
し
、
沢
に
沿
っ
た
不
明

瞭
な
道
は
足
元
が
ぬ
か
る
み
杉
の
倒
木
や
枝
に
阻

ま
れ
て
よ
う
や
く
進
む
。
林
を
抜
け
林
道
へ
で
る

と
車
の
デ
ポ
地
点
に
着
い
た
。

　

北
山
街
道
は
10
年
ほ
ど
前
に
谷
根
地
域
で
作
ら

れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
自
然
と
歴
史
が
交

差
す
る
み
ち
と
し
て
「
古
道
・
北
山
街
道
」
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
。
谷
根
側
は
地
域
の
方
々
の
手

が
入
っ
て
、
峠
ま
で
は
道
形
も
明
瞭
で
比
較
的
歩

き
易
い
が
、
鯨
波
側
は
手
つ
か
ず
の
様
子
で
荒
れ

て
い
る
。

調
査
日
：
令
和
６
年
４
月
７
日

参
加
者
：
廣
井
博
行
、
松
井
潤
次
、
他
１
名

万
治
峠
路
踏
査
報
告

　
　
遠
藤
　
俊
一

　

万
治
峠
は
阿
賀
町
の
実
川
集
落
と
西
会
津
を
つ

な
ぐ
峠
で
、
万
治
元
年
（
１
６
５
８
年
）
に
開
設

さ
れ
た
。
そ
の
実
川
集
落
に
は
宝
暦
９
年
（
１
７

５
９
年
）
に
建
て
ら
れ
た
五
十
嵐
家
住
宅
が
現
存
、

国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
令
和

４
年
（
２
０
２
２
年
）
の
豪
雨
に
よ
り
大
き
な
土

砂
崩
れ
が
発
生
し
、
こ
の
住
宅
は
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。

　

豪
雨
後
の
峠
道
の
被
災
状
況
不
明
の
な
か
、
２

０
２
４
年
４
月
26
日
下
越
地
区
古
道
調
査
リ
ー

ダ
ー
の
佐
久
間
さ
ん
と
馬
取
川
荒
沢
集
落
か
ら
入

山
し
た
。

　

馬
取
川
荒
沢
集
落
を
過
ぎ
て
ま
も
な
く
道
路
は

万
治
峠
方
向
と
会
津
の
大
出
戸
集
落
へ
の
二
股
に

分
か
れ
る
。
万
治
峠
方
向
に
は
工
事
中
の
標
識
が

あ
る
が
、
車
で
行
け
る
所
ま
で
行
く
。
馬
取
川
沿

い
の
林
道
は
修
復
さ
れ
て
い
て
災
害
の
爪
痕
を
感

じ
る
こ
と
も
な
く
順
調
に
進
ん
で
行
け
た
が
、
馬

取
川
を
横
切
る
橋
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
急
に
状

況
は
一
変
車
が
通
れ
る
状
態
で
は
な
く
な
っ
た
。

標
高
３
９
１
ｍ
地
点
の
や
や
広
い
場
所
に
車
を
置

い
て
、
徒
歩
で
進
む
こ
と
と
し
た
。

　

道
に
は
所
々
倒
木
が
あ
っ
た
り
雨
に
洗
わ
れ
た

深
い
溝
が
あ
っ
た
り
で
、
令
和
４
年
の
豪
雨
の
爪

痕
の
凄
さ
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
歩
く
こ
と

春日山城址にて

北山街道を歩く
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20
分
で
峠
へ

の
山
道
と
な

る
。
山
道
は
、

倒
木
は
あ
る

も
の
の
、
峠

へ
し
っ
か
り

と
踏
ま
れ
た

道
が
続
い
て

い
た
。

　

峠
に
は
古

来
往
来
し
た

人
々
を
見

守
っ
て
来
た

ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
ア
カ
マ
ツ
の
大
木
が
存
在
感
を
示

し
て
い
た
。ア
カ
マ
ツ
の
下
に
は
小
川
芋
銭
の「
わ

す
る
な
よ
万
治
峠
の
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
碑
が

建
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ヒ
メ
コ
マ
ツ
の
下
に
は
飯
豊
山
と
刻
ま

れ
た
供
養
塔
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
飯
豊
山
供
養

塔
は
飯
豊
山
に
登
れ
な
く
な
っ
た
農
民
の
飯
豊
山

信
仰
の
拝
所
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
塔
の
背
後
に
は
大
日
岳
の
大
き
な
山
容
が

望
ま
れ
た
。
飯
豊
山
崇
拝
の
格
好
の
場
所
と
思
え

た
。
こ
の
先
実
川
へ
の
道
は
途
中
大
き
く
崩
落
し

て
お
り
、
古
道
調
査
は
こ
こ
ま
で
来
た
道
を
引
き

返
し
た
。

調
査
日
時　

２
０
２
４
年
４
月
26
日
（
金
）

メ
ン
バ
ー　

佐
久
間
雅
義　

遠
藤
俊
一

山
行
委
員
会
活
動
の
振
返
り
と

守
門
大
岳
登
山山

行
委
員
長
　
渡
辺
　
茂

　

２
０
２
４
年
度
山
行
委
員
会
の
活
動
計
画
は
残

雪
期
の
川
内
山
塊
五
剣
谷
岳
（
テ
ン
ト
泊
一
泊
二

日
）
や
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
の
群
生
や
北
ア
ル
プ

ス
は
も
と
よ
り
、
遠
く
南
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
な

ど
大
パ
ノ
ラ
マ
が
堪
能
で
き
る
妙
高
連
峰
火
打
山

（
小
屋
泊
一
泊
二
日
）
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
五
剣
谷
岳
の
参
加
申
込
は
１
名
、
火
打

山
は
い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
５
名
で
し
た
が
、
雨
天

の
た
め
、
中
止
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
残
念
な
結
果
は
「
山
」
の
選
定
に
魅
力
が

な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
泊
山
行
は
無
理
で

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
７
月
25
日
は
弥
彦
山
で
の

高
頭
祭
の
開
催
と
大
勢
の
会
員
が
参
加
し
、
連
続

で
の
登
山
は
敬
遠
さ
れ
、
日
程
に
問
題
が
な
か
っ

た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
今
後
の
計
画
は
日
帰
り

山
行
に
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
と
悩
む
と
こ
ろ

で
あ
る
。
下
期
の
計
画
で
は
10
月
に
魚
沼
市
の
未

丈
ケ
岳
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
末
現
在

10
名
の
参
加
申
し
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
27
日
（
土
）
に
日
本
山
岳
会
山
行

委
員
の
守
門
大
岳
登
山
（
日
本
山
岳
会
５
名
、
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
ク
ラ
ブ
３
名
、
越
後
支
部
山
行
委
員

３
名
の
計
11
名
）
の
案
内
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

国
際
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟
30
周
年
記
念
事
業
・
第

67
回
高
頭
祭
、
第
69
回
弥
彦
山
た
い
ま
つ
登
山
祭

に
参
加
さ
れ
た
日
本
山
岳
会
の
皆
さ
ん
を
守
門
大

岳
に
案
内
し
ま
し
た
。
全
員
が
守
門
山
塊
は
初

め
て
と
の
こ
と
で
、「
道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お
」

で
合
流
し
保
久
礼
登
山
口
に
向
か
い
、
雨
が
い
つ

降
る
か
心
配
し
な
が
ら
準
備
を
整
え
、
８
時
に
登

山
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

上
部
は
濃

い
ガ
ス
に
包

ま
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
要

所
要
所
で
守

門
岳
に
つ
い

て
説
明
し
、

不
動
平
か
ら

は
大
粒
の
雨

と
な
っ
た
が

大
岳
山
頂
で

は
雨
は
止
ん

だ
も
の
の
周
り

は
ガ
ス
に
覆
わ

れ
、
展
望
が
効

か
な
い
こ
と
か

ら
、
景
色
や
遠

方
の
山
々
に
つ

い
て
説
明
し
、

想
像
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

雨
が
止
み
、

の
ん
び
り
と
昼

食
を
食
べ
て
下

山
開
始
。
下
山
後
は
栃
尾
名
物
「
油
揚
げ
」
の
店

へ
案
内
を
し
て
全
員
が
購
入
の
後
解
散
と
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
初
め
て
の
守
門
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
喜
び
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
支
部
会
員
動
向
（
令
和
６
年
６
月
～
９
月
）

１
新
入
会
員

　
　

志
田　

貴
美
子
（
会
員
番
号
１
７
３
０
９
）

　
　

原　
　

渉　
　

（
会
員
番
号
１
７
３
１
３
）

２
支
部
会
員
数
（
令
和
６
年
９
月
15
日
現
在
）

　
　

支
部
会
員
（
準
会
員
含
む
）
１
５
０
名

　
　

支
部
会
友　

８
名

●
支
部
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
支
部
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
半

の
会
員
の
皆
様
か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、８
月
末
現
在
、一
部
の
方
が
未
納
と
な
っ

て
い
ま
す
。
支
部
会
費
未
納
の
方
は
早
急
に
支
部

口
座
へ
の
振
込
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
払
込

取
扱
票
で
振
り
込
ま
れ
る
際
は
必
ず
通
信
欄
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
令
和
６
年

４
月
以
降
入
会
さ
れ
た
支
部
会
員
は
、
今
年
度
の

支
部
会
費
は
免
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
来
年
度
以
降

か
ら
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。）

越
後
支
部
口
座

　

金
融
機
関
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

加
入
者
名
： 

公
益
社
団
法
人　

日
本
山
岳
会
越

後
支
部

　

口
座
記
号
：
０
０
５
６
０

－

３

　

口
座
番
号
：
１
０
３
７
１
６

　

支
部
年
会
費
：
２
，
０
０
０
円

 

（
会
友
は
３
，
０
０
０
円
）

●
支
部
晩
餐
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

　

今
年
度
の
支
部
晩
餐
会
を
、
12
月
14
日
（
土
）

新
潟
市
中
央
区
弁
天
２

－

１

－

６
、
新
潟
東
映
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
正
式
な
開
催

案
内
と
出
欠
連
絡
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

�

事
務
局
長
　
玉
木
大
二
朗

編
集
後
記

　

今
年
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
は
山
で
の
道
迷
い
や
疲

労
に
よ
る
行
動
不
能
で
の
遭
難
、
滑
落
事
故
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
い
週
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

道
迷
い
は
ヤ
マ
ッ
プ
や
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
な
ど

の
ス
マ
ホ
・
ア
プ
リ
の
利
活
用
で
多
く
は
防
げ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
疲
労
に
よ
る
行
動
不
能
に
つ
い
て
は
、

原
因
は
異
な
る
も
の
の
初
心
者
に
も
ベ
テ
ラ
ン
に

も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
は
毎
年
春
の
黄
金
週
に
２
０
０
０
ｍ
弱
の
同

じ
山
に
同
じ
ル
ー
ト
で
登
り
、
体
力
の
状
態
や
老

い
の
進
み
具
合
を
確
認
し
て
、
そ
の
年
に
登
る
山

選
び
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
山
登
り
を
安
全
に
楽
し

む
た
め
に
、「
彼
（
そ
の
山
の
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

を
知
り
己
（
現
在
の
体
力
、
体
調
）
を
知
れ
ば
百

戦
殆
か
ら
ず
」
を
心
に
留
め
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。 

（
諏
訪
惠
一
）

供養塔から大日岳を拝む

守門大岳登山

保久礼小屋前にて


